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「
公
告
布
達
字
排
」
「
刑
法
治
罪
法
政
仮
名
字
引
」関

場

武

井
口
樹
生
氏
に
は
、
小
生
の
良
き
先
輩
と
し
て
、
様
々
な
場
で
適
切
か
つ
温
か
い
御
助
二
一
一
口
と
御
指
導
を
頂
い
た
。
氏
の
人
柄

の
善
き
器
量
の
良
さ
度
量
の
大
き
き
に
、
何
度
援
け
ら
れ
心
暖
ま
る
思
い
を
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
時
移
り
日
め
ぐ
り
、
今
、
そ

の
井
口
氏
が
目
出
た
く
定
年
を
迎
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
我
ら
一
同
、
論
文
を
献
呈
す
べ
き
廻
り
合
わ
せ
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
悲
し
い
哉
、
近
時
起
っ
た
事
情
が
そ
の
時
間
的
余
裕
を
与
え
て
く
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
如
何
と
も
し
難
く
、
手
近
に
あ

る
資
料
の
粗
雑
な
紹
介
と
相
成
り
、
ま
た
ま
た
温
厚
な
同
氏
に
甘
え
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
何
卒
御
寛
恕
の
程
を
、
そ

し
て
何
卒
末
長
く
御
健
勝
の
程
を
。

「
公
告
布
達
字
排
」

お
ふ
れ
の
じ
び
き

今
、
手
許
に
「
公
告
布
達
字
辞
」
（
コ
ウ
コ
ク
フ
タ
ツ
ジ
ベ
ン
）
と
い
う
、
刷
り
物
が
五
枚
あ
る
。
次
頁
の
図
1

に
見
る
如
く
、
上
方
に

題
名
を
出
し
、
欄
外
右
上
に
刊
行
年
月
、
左
に
近
刊
予
告
と
版
元
を
一
不
す
形
式
で
、
匡
郭
内
を
界
線
で
四
段
に
分
け
漢
語
を
立
て
、
右
に
片

仮
名
で
振
り
仮
名
、
下
に
意
味
等
を
割
り
註
風
に
簡
単
に
記
す
の
が
基
本
型
と
な
っ
て
い
る
。
板
一
冗
は
大
阪
瓦
町
二
丁
目
の
杉
浦
利
兵
衛
、 (467) 18-
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編
輯
・
訓
点
者
は
大
阪
府
平
民
の
伴
源
平
、
定
価
は
第
四
輯
に
よ
れ
ば
霊
銭
五
厘
。
和
紙
、
木
版
刷
り
で
、
大
き
き
は
タ
テ
約
二
六
・
五
、

ヨ
コ
約
三
七
・
五
糎
、
今
の
A
3

判
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。
以
下
各
輯
毎
に
分
け
て
、
そ
の
特
徴
・
内
容
等
を
記
す
。

【
第
士
一
旦
輯
｝
題
名
上
部
飾
り
枠
内
に
右
か
ら
「
公
わ
告
灼
布
フ
達
付
字
ジ
排
バ
第
霊
輯
」
と
出
し
、
そ
の
上
に
「
お
ふ
れ
の
じ
ぴ
き
」

ク
ワ
ン
カ
ツ

と
記
す
。
明
治
九
年
九
月
出
版
御
届
済
。
左
上
欄
外
に
「
こ
れ
に
洩
し
ハ
追
々
出
板
」
と
あ
り
。
管
轄
シ
ハ
イ
ス
ル
ト
コ
ロ
、
出
訴
ウ

ク
ワ
ン
キ
ヨ
テ
ン
パ
イ
プ
セ
キ
チ
ハ
ウ
ク
ワ
ン

ツ
タ
へ
イ
ヅ
ル
、
官
許
オ
カ
ミ
ノ
オ
ユ
ル
シ

i

典
責
シ
チ
ニ
イ
レ
ウ
ル
、
負
債
シ
ヤ
ク
キ
ン
ま
で
の
二
字
熟
語
八
八
、
地
方
官
ソ
ノ

シ
ヨ
ハ
ク
サ
ツ

ト
コ
ロ
ノ
オ
ヤ
ク
ニ
ン

i

諸
簿
冊
イ
ロ
／
＼
チ
ヤ
ウ
ま
で
の
三
字
熟
語
七
、
合
計
九
五
語
。

【
第
或
輯
】

明
治
九
年
九
月
出
版
御
届
、
同
十
月
設
免
。
右
上
方
に
「
二
輯
」
の
矩
形
印
、

シ
テ
ウ
ク
ワ
ン
シ
ヤ
セ
ッ
ト
ク

支
厩
オ
ヤ
ク
シ
ヨ
ノ
ワ
カ
レ
、
｛
臣
舎
オ
カ
ミ
ノ
イ
へ

i

説
得身

の
振
り
仮
名
「
べ
」
の
み
。

タ
ウ
シ
ヤ
ウ

左
上
に
「
第
三
輯
四
輯
近
日
出
版
」
と
あ
り
。
首
省
コ
ノ
ヤ
ク
シ
ヨ
、

テ
ン
シ
ヨ
ホ
シ
ョ
ウ

ト
ギ
サ
ト
ス
、
添
書
ソ
ヘ
ガ
キ
、
保
護
ウ
ケ
ア
フ
シ
ョ
ウ
モ
ン
ま
で
の
二
字
熟
語
八
八
、

カ
ン
セ
キ
ド
テ
ツ
ダ
ウ
セ
ン
ロ
ジ
ユ
ン
ラ
サ
ク
ワ
ン

幹
尺
度
カ
ラ
ダ
ノ
タ
ケ

i

餓
道
線
路
ジ
ヤ
ウ
キ
シ
ヤ
ミ
チ
、
巡
濯
査
官
オ
マ
ワ
リ
ま
で
の
四
字
熟
語
六
、

題
名
の
う
ち

「
排
」

チ
ツ
ロ
ク
コ
ウ
サ
イ

秩
禄
公
債
フ

チ
そダ
れカ
lこシノ
随3 オ
j ヒヲ
ナミ

井Z ノ
まニカ

でリ
グ〉

単

字
八
の
、
合
計
一
O
二
語
（
注
付
は
九
四
一
詰
）
。

【
第
三
輯
】
明
治
九
年
十
一
月
出
版
。
右
上
方
に
「
明
治
九
年
九
月
御
届
」
の
丸
印
、
左
上
に
「
第
四
輯
第
五
輯
近
日
出
版
」
と
あ
る
。
園

、
フ
プ
ン
カ
ツ
ク
ワ
ン
ヒ
シ
ユ
ツ
ト
ウ
ダ
イ
リ

法
ク
ニ
ノ
オ
、
J
I－
－
‘
テ
、
分
轄
ソ
レ
／
＼
ノ
シ
ハ
イ
シ
ヨ
、
官
費
オ
カ
ミ
ノ
イ
リ
ヨ
ウi

出
頭
マ
カ
リ
デ
ル
、
代
理
カ
ハ
リ
ヤ
ク
ま
で
の

ジ
ン
シ
ン
、
ド
ウ
ヨ
ウ
ゼ
ン
ヒ
ク
ワ
イ
ゴ
ヰ
チ
ケ
イ
ジ
ヤ
ウ

二
字
熟
語
九
二
、
人
心
動
揺
ヒ
ト
ノ
キ
ガ
ウ
ゴ
ク
、
前
非
悔
悟
サ
キ
ニ
シ
タ
ア
ク
ジ
ヲ
ク
ヤ
ム
、
位
置
形
状
ス
ヘ
オ
ク
カ
タ
チ
の
四
字

オ
ホ
ク
ジ
ユ
ン
シ

熟
字
三
、
多
1

準
ま
で
の
単
字
七
、
合
計
一
O
二
語
（
注
付
は
九
五
語
）
。

【
第
四
輯
】
題
名
は
「
コ
ウ
コ
ク
」
以
下
の
片
仮
名
の
振
り
仮
名
無
し
。
明
治
九
年
十
一
月
設
免
。
右
上
方
に
第
三
輯
と
同
じ
丸
印
。
左
上

チ
ヤ
ウ
ク
ワ
ン
チ
ヤ
ウ
シ
ョ
ウ
ジ
コ
ン
ケ
ン
グ
キ
シ
ヤ
ウ
ガ
イ

に
「
第
五
輯
近
刻
」
と
あ
り
。
長
官
オ
モ
キ
ヤ
ク
ニ
ン
、
聴
訟
ク
ジ
ヲ
サ
パ
ク
、
自
今
イ
マ
ヨ
リ

j

剣
戟
カ
タ
ナ
ヤ
リ
、
傷
害
キ

(465) 20 



語
四
ヅ
ツ
ケ
ソ
コ
ナ
フ
ま
で
の
二
字
熟
語
八
八

7

ツ
イ
ウ
セ
ン

そ
れ
に
三
字
熟
語
が
悌
郵
船

ジ
ジ
ヤ
ウ
ブ
ン
ウ
ン

事
情
紛
伝

ホ
ギ
ヨ
サ
イ
サ
ウ

コ
ト
ノ
ワ
ケ
ガ
ワ
カ
ラ
ヌ

1

捕
魚
採
藻
ウ
ヲ
、
ト
リ
モ
ヲ
ト
ル
ま
で
の
四
字
熟

カ
フ
ス
ベ
テ
ス
ミ
ヤ
カ

可
不
可
単
字
が
凡

l

速
の
七
、

ヨ
シ
ア
シ
の

合
計
一
O

一
語

フ
ラ
ン
ス
ノ
ヒ
キ
ヤ
ク
セ
ン

注
付
は
九
四
）
。

【
第
五
輯
】

キ
ヤ
ウ
ケ
イ

二
字
熟
語
が
行
啓
皇

明
治
九
年
九
月
出
版
御
届
、
同
十
年
一
月
護
免
。
左
上
に
「
追
々
出
版
井
一
一
掌
中
本
近
刻
」
と
あ
り
。

ヨ
テ
イ
ク
〔
ハ
］
ぜ
イ
キ
ヨ
ウ
イ
ク
ア
シ
ン

后
サ
マ
御
出
、
環
定
ア
ラ
カ
ジ
メ
サ
ダ
メ
ル
、
課
税
ワ
リ
ツ
ケ
ゼ
イ

l

教
育
ヲ
シ
へ
ソ
ダ
テ
ル
、
不
審

シ
ヨ
チ
ク
ギ
ウ
ス
テ
ン
シ
ヨ

三
字
熟
語
が
所
畜
午
カ
フ
テ
ア
ル
ウ
シ
1

停
車
場
ジ
ヨ
ウ
キ
シ
ヤ
ノ
テ
イ
リ
ス
ル
ト
コ
ロ
の
八
語
、

ク
ワ
ン
コ
ク
ヘ
イ
シ
ヤ

ノ
ウ
チ
シ
へ
ン
ト
云

1
1

官
園
幣
社
ク
ワ
ン
へ
イ
ノ
ヤ
シ
ロ
コ
ク
へ
イ
ノ
ヤ
シ
ロ
の
六
語
、

ハ
ツ
、J
I－
－
‘
リ
セ
ヌ
の
八
O
語
、

イ
チ
、
ネ
ン
シ
ク
ワ
イ

四
字
熟
語
が
一
年
四
回
イ
チ
ネ
ン

セ
メ
コ
シ

そ
れ
に
単
字
が
議
j

越
の
七
の
合
計
一
O

一

語
（
注
付
は
九
四
）
。

明
治
期
の
漢
語
辞
典
は
「
布
令
字
弁
」
（
初
篇
・
明
治
元
年
一
一
月
刊
知
足
編

や
「
新
令
字
解
」
（
慶
応
四
年
六
月
刊

荻
田
晴
編
）

-21-

を
そ
の
早
い
も
の
と
す
る
。

そ
の
書
名
に
「
布
令
」
と
か
「
新
令
」
を
冠
し
て
い
る
よ
う
に
、こ
れ
ら
は
「
太
政
官
日
誌
、
行
在
所
日
誌
及

ビ
周
旋
家
応
酬
ノ
語
中
ニ
ツ
キ
抄
出
」
（
「
新
令
字
解
」
凡
例
）
し
た
も
の
で
、
以
後
の
漢
語
辞
典
は
そ
の
材
料
を
法
令
や
新
聞
等
の
中
に
見

出
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
「
公
告
布
達
字
排
」
は
そ
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る
。
イ
ロ
ハ
順
や
部
首
分
類
の
配
列
方
式
を
採
ら
ず

法
令
・
通
達
の
本
文
順
に
擦
る
様
式
は

こ
の
て
の
辞
典
の
晴
矢
と
も
言
う
べ
き
「
内
外
新
報
字
類
」
（
慶
応
四
年
五
月
頃
刊
）と
同
じ
で

あ
る
。
上
記
「
布
令
字
弁
」
「
新
令
字
解
」
は
共
に
大
阪
の
大
野
木
市
兵
衛
、
松
村
九
兵
衛
、
柳
原
喜
兵
衛
の
刊
で
あ
る
が
、
同
じ
大
阪
版

か
ん
ご
わ
げ
い
ち
ら
ん
か
ん
ご
わ
げ
こ
う

で
「
公
告
布
達
字
排
」
と
同
形
式
の
一
枚
刷
り
の
も
の
と
な
る
と
、
番
付
的
な
ス
タ
イ
ル
を
採
るω
「
漢
語
和
解
一
覧
」
制
「
漢
語
和
解
後

へ
ん編

」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ω
は
明
治
九
年
二
月
、
南
久
賓
寺
町
通
心
斎
橋
筋
西
へ
入
田
中
安
次
郎
板
で
、
藤
野
貞
造
の
編
。
中
央
の

ぷ
ん
め
い
か
い
く
わ
く
わ
い
け
い

柱
の
部
分
に
「
文
明
開
化
」
以
下
「
舎
計
」
ま
で
の
一
七
語
を
掲
げ
、
東
西
（
左
右
）
四
段
に
各
々
九
五
語
、
ず
つ
、一
九
O
語
、
総
計
で

(464) 
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(463) 

明
治
九
年
三
月
、
同
じ
く
田
中
安
次
郎
の
板
で
（
住
所
表
示
が
「
大
阪
府
下
第
一
大
匝
廿
三
小
匝
南
久
宝
寺
町
三
丁
目
」

し
ん
ぶ
ん
ら
ん
じ
ゃ
う
く
わ

と
変
更
に
な
っ
て
い
る
）
編
者
名
の
記
載
な
し
。
中
央
柱
に
「
新
聞
」
以
下
八
語
を
あ
げ
、
左
右
五
段
に
「
濫
傍
は
じ
ま
り
」

j

「
活

ぽ
ん
ゑ
ん
ふ
は
つ
だ

板
う
へ
じ
ば
ん
」
、
「
演
武
ふ
げ
い
の
け
い
こ
」
l

「
設
党
う
り
だ
す
」
の
各
八
八
語
、
計
一
七
六
語
、
総
計
で
一
八
四
語
を
出
す
。
四

る
。
ま
た
例
は
、

字
熟
語
が
四
、
三
字
が
一
で
、
他
は
す
べ
て
二
字
の
も
の
で
あ
る
。
「
公
告
布
達
字
排
」
と
の
関
連
は
不
明
で
あ
る
が
、ω
制
と
も
刊
記
と

版
元
名
が
欄
外
右
左
に
あ
り
、
制
の
左
上
に
は
「
こ
れ
一
一
洩
た
る
ハ
追
々
後
編
一
一
出
ス
」
と
あ
る
こ
と
、
大
阪
版
で
あ
る
こ
と
、
表
題
が
上

部
に
あ
る
こ
と
等
を
勘
え
合
せ
る
と
、

か
か
る
様
式
は
番
付
類
に
普
通
な
の
で
特
定
は
で
き
な
い
が
、

ω
ω刊
の
刺
激
を
受
け
て
こ
の
「
公
告

22-

布
達
字
排
」
は
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
刑
法
治
罪
法
政
仮
名
字
引
」

こ
の
書
は
数
多
く
あ
る
刑
法
・
治
罪
法
（
明
治
二
二
〈
一
八
八
O
〉
年
制
定
）
に
関
す
る
註
解
書
の
一
つ
で
、
検
索
の
便
を
図
っ
て
条
目

中
の
語
句
に
よ
り
イ
ロ
ハ
順
に
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
字
引
」
と
称
す
る
所
以
は
そ
こ
に
在
る
。
以
下
書
型
の
概
要
を
記
す
。

中
本
一
冊
。
表
紙

紙
に
「
州
罪
蹴
仮
名
字
引
全
」
と
記
す
。
竪
一
一
了
八
、
横
二
・
八
糎
。
前
見
返
し

線
で
竪
に
三
ツ
割
に
し
、
中
央
に
「
政
仮
名
字
引
全
」
と
大
き
く
出
し
、
右
欄
に
「
官
許

黄
色
地
紙
に
紗
綾
形
模
様
空
押
し
、
竪
一
七
・
八
、
横
一
一
・
八
糎
。
題
資

表
紙
左
肩
、
子
持
ち
枠
付
短
冊
形
白

紅
色
紙
。
子
持
ち
枠
匡
郭
内
に
更
に
枠
を
作
り
、
重

刑
法
治
罪
法
」

左
欄
に
「
明
治
十
五
年
従

月
一
日
」
と
記
す
。
こ
れ
は
図
2

に
出
し
た
袋
と
同
体
裁
で
あ
る
。

な
お
、
袋
に
は
「
定
債
武
拾
銭
」
の
小
型
矩
形
印
が
捺
さ
れ
て
い
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寸
ー
宅

I I 人Y

~ ;l 
； 物i

I~ 
る

）
。内
題

ナ
シ

。

版
心

上
部
黒
魚
尾

二
重
の
界
線
を
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置
い
て
下
方
に
丁
付
。
書
名
等
は
ナ
シ
。
丁
付

一一L.
ノ＼

七

一
、
七
二
、
八
i

三
十
八

。

丁
数

単

三
八
丁
半

。

匡
郭

同 31 ウ・ 32才

辺
、
竪
約
一
五
・
一
、
横
約
九
・
五
糎。

八
行
、
字
数
不
等

。

刊
記

終
丁
オ
匡
郭
内
右
方
に
界
線
を
置
き
「
出
版
／
御
届

明
治
十
四
年
／
十
二
月
十
八
日

編
輯
兼
／
出
板
入

、

中
組
源

太
郎
／
浅
草
区
浅
草
七
軒
町
四
番
地
」
と
出
し
、
左
上
方
に

そ
の
下
に
「
日
本
橋
通

「
稜
党
書
林
」
と
右
か
ら
記
し
て

24-

丁
目

須
原
屋
茂
兵
衛
／
同

二
丁
目
山
城
屋
佐
兵
衛
／
芝

三
嶋
町

和
泉
屋
市
兵
衛
／
銀
座
四
丁
目

和
泉
屋
喜
太
郎
／

大
和
屋
喜
兵
衛
」
と
五
軒
の
書
障
名
を
掲
げ
る。

こ
の
し
よ
け
い
ほ
う

内
容
は
、
は
じ
め
に
「
叙
」
が
あ
り
、
「

一
、
此
書
ハ
刑
法

し
さ
い
ほ
う
さ
き
か
ん
ぶ
ん
か
ん
ご
こ
う
せ
い
も
の

治
罪
法
と
て
、
先
に
漢
文
漢
語
を
以
て
校
正
し
た
る
者
あ
り
、

し
か
の
う
し
ゃ
う
く
い
ち
も
く
わ
か
か
た
こ

h

い
ま
け
い
ほ
う
ち
う

然
る
に
農
商
工
、

一
目
に
解
し
難
く
、
裁
に
今
刑
法
中
、
違

け
い
ざ
い
お
ん
く
ん
ひ
ら
か
な
い
り
た
と
へ
ば
く
ち
い

警
罪
を
、
音
と
訓
と
を
平
仮
名
入
に
し
、
仮
令
パ
賭
博
と
云
へ

じ
と
こ
ろ
け
ん
く
わ
い
へ
じ
と
こ
ろ

バ
は
の
字
の
慮
、
殴
打
と
云
パ
け
の
字
の
庭
と
、
い
ろ
は
に
て

ひ
〈
ど
う
も
う
ふ
じ
よ
し
ハ
か
や
す
こ
と

引
ぺ
し
、
ひ
た
す
ら童
蒙
婦
女
子
に
も
解
り
安
か
ら
し
め
ん
事

通
四
丁
目



不Z をも
＝ムせ車つ
日間ざヰ乎は

罪~I~ ら
み F ’

合子
νJ L一一

部と

＠手
は

し
な
も
の
こ
わ
し
つ
み
お
な
し
く
ふ
ん
さ
ん
と
き
さ
い
さ
ん
か
く
す
っ
み

次
に
「
次
目
」
と
し
て
、
⑤
［
い
］
家
屋
物
品
を
投
壊
た
る
罪
、
O

同
分
散
の
際
に
財
産
を
蔵
罪
、
③
［
ろ
］

ば
く
ち
な
も
の
つ
み
お
な
じ
く
う
ち
か
つ
み
に
せ
か
ね
さ
つ
つ
み

賭
博
を
為
し
た
る
者
の
罪
、
O

同
房
屋
を
為
し
た
罪
、
⑦
［
に
］
偽
造
貨
幣
紙
幣
の
罪
、
と
い
っ
た
具
合

園
以
下
グ〉

定瓦
Zん里
附？干
力日台七
す‘ f傑

に
約
三
丁
に
亙
り
内
容
目
次
を
示
す
。
（
丁
付
七
二
）
は
線
則
等
の
和
ら
げ
、

8

ウ
か
ら
本
文
が
始
ま
る
。

ひ
と
い
へ
そ
の
た
た
て
も
の
こ
わ
も
の
い
じ
ゃ
う
い
か
て
う
き
ん
こ
し
ょ

人
の
家
屋
其
他
の
建
造
物
を
鍛
壊
し
た
る
者
ハ
、
一
月
以
上
五
年
以
下
の
重
禁
鋼
に
慮
し
、

ょ
っ
し
じ
ゃ
う
い
た
け
ん
く
わ
さ
う
じ
ゃ
う
か
く
ほ
ん
じ
ゃ
う
て
ら
お
も
し
た
が
っ
し
ょ
だ
ん

因
て
人
を
死
傷
に
致
し
た
る
者
ハ
、
殴
打
創
傷
の
各
本
候
に
照
し
、
重
き
に
従
て
慮
断
す
」

冒
頭
は
、

告
布
達
字
排
」

4

ウ
1
8

オ

の
と
こ
ろ
で
も
ふ
れ
た
が
、

そ
の
流
れ
に
立
つ
著
作
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

明
治
期
の
漢
語
字
引
類
は
法
令
・
布
達
の
和
ら
げ
、
註
解
に
端
を
発
す
る
。
本
書
も
字
引
と
い

と
あ
る
。
「
公

う
よ
り
は
安
直
に
し
て
簡
略
な
索
引
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

例
え
ば

［
い
］

二
園
以
上
五
十 σ3 
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